

























2 ) 右田編 [1993J7-8頁を参照。





きている O その意味では確かに地域福祉の一層の充実が求められよう O
こうした問題意識からみると，今日の「地域福祉新時代」への期待観と，その現わ




































































































































































































































































続く 1970年代は「第 2次ボランテイアの波」期である o 1973年のオイルショックを
契機として福祉「見直しJが始まり，福祉国家政策から「日本型福祉社会」論へと政
策転換がなされ，具体的な方向性として，家族責任をより重視しながらの「施設から














がりを見せ始める O 社会福祉の領域においては 1989年に「高齢者保健福祉推進十か
年戦略(ゴールドプラン)Jが打ち出され，市町村に基礎をおく高齢者福祉サービス
の量的整備が開始される O
























































これを性別構成でみると， 1993年においては「女性J9，424人 (68.5%)， I男性J3，155













地域福祉形成における住民参加の意義と課題 藤松素子 117 
階層別でみてみると， 1993年においては， 1主婦」が5，837人 (42.4%)， 1勤労者」
が1，907人(13.8%)であるが 「不明」が3，445人 (25%)ある為，この割合と実際に
は翻離があるかもしれない。同様に2001年では「主婦J9，243人 (46.8%)1勤労者J2，729
人 (13.8%)となっている o 1不明jは1，043人 (5%)であるが， 1他」が2，087人
(10.5% )と多くなっている O
年齢を男女別にみると， 2001年では女性は 160~69歳」が4，210人 (28%) ，続いて
150~59歳j が3，699人 (25%) ，男性は 1160~69歳」が1 ，033人 (28%) ， 170~79歳J
が643人(17.9%)0性別・年齢等のデータは不明も多く，単純には比較できないが，














ある O ひとつは， 1993年段階で既に相当数のボランテイアを組織していた自治体
と， 1990年代後半に組織化を進めた自治体では，その増減率に明らかな差が生じてし














































1998 1999 2000 2001年度
図3-1 伸び率180%以上の自治体













































































10.0 I …|i額 一 i 
~:~ I盟関麗韓関閥闘 j 
~.~ I閥閥閥闘臨幽闘闘四回 i
;:~ kI欝闘開閉閥闘醐闘関脇 j
















































































































提供機関として NPO法人の参入がみられる O 和知町では 特定非営利活動法人が平
日・土日で展開をはじめた。
第三は「ふれあい・いきいきサロン」への取組みが全体として活発になっているこ
とである O 美山町で 6箇所の増，三和町で 5箇所 伊根町で l箇所開始された。ここ
では対象を限定しない地域住民同士の交流の場っくりなどが活発に行なわれている O





























郡美山町について検討する O 美山町は 5町村の中では比較的人口規模は大きいが，
面積が広く集落は分散し，豪雪地帯も抱えているという意味で，より厳しい生活条件


































\日 ~9 月 1 日， 2001年10月 26 日 ~28 日， 2002年 3 月 19 日 ~22日の期間において，美山町役
場，保健福祉センター，美山町町民センタ一等で実施した関係者からのヒアリングに基づく
ものである。
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に「まごころjは週2回(毎週火・木曜日)の配達も実施され，対象も65歳以上の生
活支援が必要な人に設定された。 2001年現在で， Iまごころ」の対象は41名， Iふれあ
い」の対象は66名，拠点を知井公民館，保健福祉センター，町民センターの 3箇所に


































































るO 自分で必要だと思い 仲間を募り 可能な活動を実践し その中から更なる課題
をみつけ，また，できることは相互扶助的に解決する O 問題状況によっては，直接・
間接的に社協組織を通じて制度に結びつけ，制度化したものに対しても，必要ならば
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